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衆
議
院
議
員
泉
健
太
君
提
出
ヒ
ト
胎
盤
エ
キ
ス
含
有
製
品
の
安
全
性
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
ヒ
ト
胎
盤
加
水
分
解
物
及
び
ヒ
ト
胎
盤
絨
毛
分
解
物
（
以
下
「
ヒ
ト
胎
盤
抽
出
成
分
」
と
い

う
。
）
を
含
有
す
る
医
薬
品
及
び
医
薬
部
外
品
（
以
下
「
ヒ
ト
胎
盤
抽
出
成
分
含
有
医
薬
品
等
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、

薬
事
法
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
）
に
基
づ
く
生
物
由
来
原
料
基
準
（
平
成
十
五
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
二
百

十
号
）
を
定
め
、
そ
の
製
造
に
つ
い
て
規
制
す
る
な
ど
、
そ
の
安
全
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
化
粧
品
に
つ
い
て
、
同
法

に
基
づ
く
化
粧
品
基
準
（
平
成
十
二
年
厚
生
省
告
示
第
三
百
三
十
一
号
）
を
定
め
、
ヒ
ト
胎
盤
抽
出
成
分
を
化
粧
品
に
配
合

す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
ヒ
ト
胎
盤
抽
出
成
分
含
有
医
薬
品
等
に
つ
い
て
は
、
変
異
型
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ

ぱ

ブ
病
の
伝
播
の
リ
ス
ク
を
完
全
に
は
排
除
で
き
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ヒ
ト
胎
盤
抽
出
成
分
含
有
医
薬
品

等
を
含
め
、
同
法
第
二
条
第
十
項
に
規
定
す
る
特
定
生
物
由
来
製
品
を
取
り
扱
う
医
師
そ
の
他
の
医
療
関
係
者
（
以
下
「
特

定
医
療
関
係
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
当
該
製
品
の
有
効
性
及
び
安
全
性
そ
の
他
当
該
製
品
の
適
正
な
使
用
の
た
め
に

必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
当
該
製
品
の
使
用
の
対
象
者
に
対
す
る
適
切
な
説
明
（
以
下
「
適
正
使
用
説
明
」
と
い
う
。
）
を

行
い
、
そ
の
理
解
を
得
る
よ
う
に
努
め
る
よ
う
求
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

一



ま
た
、
お
尋
ね
の
研
究
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
そ
の
実
施
の
有
無
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。

二
に
つ
い
て

ヒ
ト
胎
盤
抽
出
成
分
含
有
医
薬
品
等
に
つ
い
て
は
、
そ
の
製
造
に
当
た
り
、
生
物
由
来
原
料
基
準
に
基
づ
き
、
ヒ
ト
に
対

し
て
感
染
性
及
び
病
原
性
を
示
す
可
能
性
の
あ
る
ウ
イ
ル
ス
を
検
出
す
る
た
め
に
必
要
な
試
験
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ヒ
ト
胎
盤
抽
出
成
分
含
有
医
薬
品
等
の
う
ち
薬
事
法
第
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
く
承
認
を
受

け
て
い
る
ラ
エ
ン
ネ
ッ
ク
及
び
メ
ル
ス
モ
ン
に
つ
い
て
は
、
製
薬
企
業
に
お
い
て
、
そ
の
製
造
に
当
た
り
、
そ
の
原
料
が
欧

州
等
へ
の
渡
航
歴
等
を
有
す
る
者
か
ら
採
取
し
た
胎
盤
で
は
な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
統
計
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
十
八
号
）
第
二
条
の
規
定
に
基
づ
く
総
務
大
臣
の
指
定
を
受

け
た
薬
事
工
業
生
産
動
態
統
計
調
査
に
お
い
て
、
医
薬
品
に
関
す
る
毎
月
の
生
産
数
量
等
を
調
査
し
て
い
る
が
、
同
法
第
十

四
条
及
び
第
十
五
条
第
一
項
に
お
い
て
、
そ
の
徴
集
結
果
の
秘
密
の
保
護
及
び
指
定
統
計
を
作
成
す
る
た
め
に
集
め
ら
れ
た

調
査
表
の
統
計
上
の
目
的
以
外
へ
の
使
用
禁
止
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
定
の
医
薬
品
の
生
産
数
量
に
関
わ
る
答

二



弁
は
差
し
控
え
た
い
。
ま
た
、
ラ
エ
ン
ネ
ッ
ク
及
び
メ
ル
ス
モ
ン
の
消
費
本
数
及
び
投
与
者
数
並
び
に
適
応
外
使
用
（
薬
事

法
上
の
製
造
販
売
の
承
認
（
以
下
単
に
「
承
認
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
医
薬
品
の
承
認
外
の
効
能
、
効
果
等
を
目
的
と
す

る
使
用
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
よ
る
消
費
本
数
及
び
投
与
者
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
プ
ラ
セ
ン
タ
に
つ
い

て
も
薬
事
法
に
基
づ
く
承
認
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
国
内
の
生
産
本
数
、
消
費
本
数
及
び
投
与
者
数
並
び
に
適
応
外

使
用
に
よ
る
消
費
本
数
及
び
投
与
者
数
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

ラ
エ
ン
ネ
ッ
ク
及
び
メ
ル
ス
モ
ン
に
つ
い
て
は
、
製
薬
企
業
は
、
そ
の
製
造
に
当
た
り
、
国
内
に
お
い
て
採
取
さ
れ
た
胎

盤
を
使
用
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
そ
も
そ
も
海
外
で
採
取
さ
れ
た
も
の
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
報
告
」
は
、
メ
ル
ス
モ
ン
製
薬
株
式
会
社
が
製
造
し
た
、
ヒ
ト
胎
盤
を
小
片
に
切
り
滅
菌
し
、
密
閉
し
た
ガ

ラ
ス
容
器
に
小
分
け
し
た
製
品
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
目
的
や
引
渡
し
等
の
実
態
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
平
成
十
六
年
九
月
二
日
に
同
社
に
対
し
薬
事
法
第
六
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
報
告
を
命
じ
、
同
月
九
日
に
同

社
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
当
該
製
品
の
製
造
工
程
、
出
荷
数
量
、
出
荷
先
等
、
当
該
製
品
に

三



用
い
ら
れ
た
原
料
で
あ
る
ヒ
ト
胎
盤
の
入
手
先
等
の
事
項
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
「
埋
没
療
法
」
に
係
る
健
康
被
害
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
、
過
去
の
症
例
す
べ
て
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
本
質
問
主
意
書
が
提
出
さ
れ
た
平
成

十
九
年
十
一
月
十
六
日
以
前
の
過
去
三
年
間
に
、
御
指
摘
の
ヒ
ト
胎
盤
エ
キ
ス
注
射
剤
に
係
る
副
作
用
と
し
て
、
薬
事
法
に

基
づ
く
報
告
が
あ
っ
た
も
の
は
五
症
例
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
四
十
歳
代
の
女
性
で
薬
剤
誘
発
性
ア
レ
ル
ギ
ー
性
肝
炎
を
呈

し
た
症
例
が
二
例
、
二
十
歳
代
の
女
性
で
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
を
呈
し
た
症
例
が
一
例
、
六
十
歳
代
の
女
性
で
慢

性
糸
球
体
腎
炎
を
呈
し
た
症
例
が
一
例
、
二
十
歳
代
の
女
性
で
呼
吸
困
難
を
呈
し
た
症
例
が
一
例
あ
り
、
こ
れ
ら
の
症
例
に

つ
い
て
は
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
を
原
因
と
す
る
も
の
は
な
い
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
被
害
救
済
制
度
に
お
い
て
は
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
九
十

二
号
）
第
四
条
第
八
項
に
規
定
す
る
許
可
生
物
由
来
製
品
が
適
正
な
使
用
目
的
に
従
い
適
正
に
使
用
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る

四



感
染
等
に
よ
る
健
康
被
害
を
救
済
の
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
許
可
生
物
由
来
製
品
が
適
応
外
に
使
用
さ
れ
た
場
合
に

は
、
そ
の
使
用
に
つ
い
て
は
原
則
と
し
て
不
適
正
な
使
用
に
該
当
し
、
当
該
制
度
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

ま
た
、
御
指
摘
の
被
害
救
済
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
点
を
含
め
、
国
民
が
当
該
制
度
の
趣
旨
及
び
仕
組
み

等
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
政
府
広
報
、
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
、

広
く
国
民
に
対
す
る
周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
の
（
�
）
に
つ
い
て

御
指
摘
の
努
力
義
務
が
何
を
指
す
か
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
く
、
お
尋
ね
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
が
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
各
都
道
府
県
を
通
じ
、
製
薬
企
業
に
対
し
て
、
特
定
生
物
由
来
製
品
の
添
付
文

書
に
、
特
定
医
療
関
係
者
は
適
正
使
用
説
明
を
行
う
必
要
が
あ
る
旨
を
記
載
す
る
よ
う
指
導
す
る
と
と
も
に
、
社
団
法
人
日

本
医
師
会
等
を
通
じ
、
特
定
医
療
関
係
者
に
対
し
て
、
適
正
使
用
説
明
の
必
要
性
に
つ
い
て
周
知
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

ま
た
、
献
血
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
現
在
、
御
指
摘
の
ヒ
ト
胎
盤
エ
キ
ス
注
射
剤
の
投
与
を
受
け
た
者

の
献
血
を
制
限
す
る
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
該
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
、
日
本
赤
十
字
社
に
通
知
し
て
お
り
、
同
社

五



に
お
い
て
も
、
国
民
に
対
す
る
当
該
措
置
の
内
容
の
周
知
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
臓
器
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
と
し
て
は
、
ヒ
ト
胎
盤
エ
キ
ス
注
射
剤
の
投
与
を
受
け
た
者
か
ら
の

臓
器
の
提
供
を
原
則
と
し
て
見
合
わ
せ
る
措
置
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
当
該
措
置
の
内
容
に
つ
い
て
、
社
団
法
人
日
本
臓
器

移
植
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
等
の
臓
器
あ
っ
せ
ん
機
関
に
通
知
し
て
お
り
、
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
お
い
て
当
該

措
置
の
内
容
が
公
表
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

六


